
事業番号 - - -

（ ）

平成28（2016）年のＧ７倉敷教育大臣会合以降、新型コロナウイルスのまん延、ロシアのウクライナ侵略 、急速なデジタル化の進展等、世界が様々な変化に直面してきたことを踏
まえて、G7として、コロナ禍を経て再認識された学校の役割や、教育を通じた国際交流の重要性などについて議論を行うことが重要である。

令和6年度要求

-

-

-

-

(目)

(目)

2

　

　

　

(目)

286

-

職員旅費

委員等旅費

庁費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/a_menu/G7/toyama_kanazawa.html

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 295.6

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

文部科学省本省共通費

(目)

2023 文科 新23 0509

文部科学省

政策 -

事業の目的
（5行程度以内）

令和5（2023）年5月に広島で開催されたG7サミット（主要国首脳会議）の関係閣僚会議の一つとして、G7富山・金沢教育大臣会合を開催し、成果文書をとりまとめることにより、今
後の教育のあり方等を世界へ発信するとともに、その成果を我が国の教育政策の検討に生かす。

大臣官房国際課
大臣官房国際課長
北山　浩士

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

 -

事業名 Ｇ７教育大臣会合の開催 担当部局庁 大臣官房国際課 作成責任者

事業開始年度

施策 -

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

-

-

令和5年度
事業終了

（予定）年度
令和5年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

-

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - 295.6 -

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

令和5（2023）年5月12日～15日までの期間、富山県（富山市）及び石川県（金沢市）において、G7各国の教育大臣等や国際機関代表者が一堂に集う「G7富山・金沢教育大臣会合」
を開催し、「コロナの影響を踏まえた今後の教育のあり方」をテーマに議論を行い、その成果文書として「富山・金沢宣言」を採択した。その他、学校訪問等、我が国の教育・文化に
対する理解の深化を目的としたエクスカーション等も開催した。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - 295.6

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

8

0

-



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

7

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 - - -

目標値 件 - - -

達成度 ％

教育のあり方に関する関心を高めるた
めの関連イベント及び関連会議が開催
されることを目指す。

地方自治体等が主催する関
連イベント、関連会議の数

成果実績 件 - -

-

G7各国の教育大臣等が集う教育大臣会合を開催する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

富山・金沢宣言に係る我が国の施策推進パッケージ等

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

1 -

1

活動目標 活動指標

-

年度

- -

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

G7各国の教育大臣等が議論を行うた
めの大臣級会合を開催する。

開催会合の件数
活動実績

6 年度

議論の成果を反映させた教育に関する
新たな取組を策定する。

「富山・金沢宣言」に基づく取
組の件数

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

G7富山・金沢教育大臣会合応援事業

令和2年度 令和3年度

-

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

33

5

5

教育大臣会合における議論の成果を我が国の教育政策の検討に生かすことを目的としているところ、成果に基づき文部科学省においてどのような取組が実施さ
れたかをアウトカムとして設定した。

-％

-

目標値 件 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

-

教育大臣会合の開催が、政府のみならず、開催自治体等において教育のあり方に関する関心を高める契機となることが重要であるところ、関連イベント等の開催
数をアウトカムとして設定した。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

660

-- -

成果実績



改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-
事業に関連する

ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度

備考

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

当該事業は当初計画通り令和５年度をもって終了。予定通り終了

新28-0029

平成30年度

平成23年度

・アクティビティ①について、長期アウトカムが達成されるよう引き続き取り組む。
・令和5年度予算の適切な執行に努める。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

令和2年度

令和4年度 2022 文科 新23 0027

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和6年度実施)

-
点検結果

・アクティビティ①について、短期アウトカム（関連イベント及び関連会議の開催）は目標値を
達成している。
・G7サミットと関連して、我が国において主要国の教育大臣等が各国で抱える教育に対する
課題を議論し、その成果を国内外に発信することは、G7メンバーとして重要な使命であり、
我が国の国際交流推進に資するものとして適切な事業である。

-

-

当初計画に基づき、令和5年度をもって予定通り終了。なおＧ7教育大臣会合を実施することで得られた成果については、国内外への情報発信や今後の省内での
政策検討に活かせるよう取組んで行く必要がある。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

旅費 １０百万円 を含む

文部科学省

２９６百万円

Ｇ７教育大臣会合の開催に必要な準備（当日運営のた

めの職員等の現地への派遣を含む）等を行う。

関係施設の警備業務全般、警備

に係る機材準備等

Ａ．（株）コンベンションリンケージ

２８６百万円

Ｇ７教育大臣会合の開催に必要な運営進行方針の策

定、会場等確保・設営、通訳等手配、参加者輸送宿泊

手配、当日運営・進行・撤収等の企画運営に係る各種

業務等

Ｂ．綜合警備保障株式会社

５０百万円

Ｃ．近畿日本ツーリスト株式会社

４０百万円

運営支援のうち、輸送・宿泊施設アレンジ業

【随意契約（その他）】

【再委託】



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

C

14

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

再委託費
警備、輸送、宿泊アレンジ等（綜合警備保障株式会
社、近畿日本ツーリスト株式会社）

90 人件費 警備要員配置 23

借損料 会合会場等借り上げ費用（機材費含む）

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

雑役務費 ネットワーク整備等費用等 53 旅費

計 286 計 50

6

8

人件費 賃金等 7

87 雑役務費 無線機等費用

旅費 交通費、宿泊費等 15

経費要員の宿泊費等 7

消耗品費、通信運搬費、
管理費

コピー用紙、スタッフ用無線機通信費等 26 その他

会議費 飲料費等

人件費 運転手、配車スタッフの賃金 17

借損料 バス、タクシー借上げ 22

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

旅費 運転手、配車スタッフの宿泊費等 1

計 40 計

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社コンベンションリン
ケージ

8010001092202 会議運営支援業務 286
随意契約（その

他）
- - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 綜合警備保障株式会社 3010401016070 警備業務 50
随意契約（その

他）
- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 近畿日本ツーリスト株式会社 2010001187437 輸送業務 40
随意契約（その

他）
-

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック


